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■三栖公民館区統計情報 

(令和８年１月末) 

人  口：4,699 前月比：＋10 

世帯数：1,971 前月比：＋１ 

 

移 動 図 書 館(３月の予定) 

①３月６日(金) 

13時15分～14時45分 

三栖小学校    

②３月25日(水) 

10時20分～11時 

三栖コミュニティセンター 

令和８年３月号 
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 恒例の社会見学を催行します。 

 今回は奈良県橿原市にある橿原神宮と今井町を目的地とした日帰りツ

アーとなります。 

 橿原神宮といえば、日本の始まりの地として知られる橿原に、明治23年

(1890年)に第一代天皇とされる神武天皇を仰ぎ、明治天皇の意向のもと

創建された神社です。その歴史に触れてみませんか。 

 また、午前中には橿原市内の今井町も散策予定です。重要伝統的建造物

群保存地区に指定されており、江戸時代の伝統様式を残す、美しい民家が

軒を連ねる街並みを楽しめます。 

 現地ではガイドさんが橿原市内の案内をしてくださる予定です。 

 下記詳細をご覧の上、ぜひお申し込みください。 
 

◎日 付：４月２日(木) 

◎乗 車：①JA三栖支所前     ７時00分 発  

               ②下三栖Ｖショップ前  ７時10分 発 

 ※今回の社会見学ではトイレ付貸切バスを利用します。 

◎行 程：下表のとおり(高速道路での移動中は都度の休憩を予定) 

今井町の重要文化財 今西家(別途入場料＠400円)などもございます。 

◎定 員：40名(定員を超えた場合は抽選) 

◎対 象：三栖公民館区(上/中/下三栖・城山台)在住の方。 

◎参加費：7,000円／お1人様(お弁当代含む) 

◎その他：・定員を超えた場合は、抽選を行います。 

     ・定員に満たない場合は、館区外の方も参加いただけます。 

           ・行程には多少の変更が生じる場合があります。 

      予めご了承ください。 
 

【お申込み方法・締切】 

 ３月13日(金)17時までに、①住所、②氏名、③電話番号、 

 ④乗車場所(JA三栖支所前またはVショップ前)をご連絡ください。 

  今回、締切期間が短めですのでご注意ください。 

【申込み・問合せ先】 

  三栖公民館 TEL：34-0022 FAX：33-0836 

7:00～              9:40～11:10    11:30～12:30    

三栖発 ～ (高速) ～ 今井町街並み散策  ～     昼食：和食 

12:45～13:25   13:50～14:30     ～17:10 

橿原神宮見学   まほろばキッチン橿原店～(高速)～ 三栖帰着 

 ２月14日(土)と15日(日)の２日間、三栖公民館で文化展を開催しました。 

 一日目は舞台発表が行われ、最初に三栖幼稚園の園児たちによる発表が行われました。

園歌や斉唱のほか、劇 猿蟹合戦を披露してくれました。公民館という普段とは異なる場

での発表のために、とても緊張している園児もいましたが、全身を使った演技と表現を

もって元気のもらえる素敵な劇を発表してくれました。また、使用された劇の衣装や小道

具に至るまでも園児たちが自ら考えながら作ったものであり、その制作の過程についても

展示コーナーにて展示してくれていました。 

 続いて、三栖小学校５・６年生からは三栖地域の史跡巡りで学んだことの発表がありま

した。スライドを使い、分かりやすく整理された発表となっていました。公民館の文化委

員から児童の皆さんに伝えた三栖の歴史がこれからも残っていくと良いですね。 

 最後の発表として、中三栖区長である花村さん夫妻による子ども食堂についての講演を

行っていただきました。三栖公民館で月に一度行っている子ども食堂の様子や利用者から

の声、運営開始から現在までの変化や活動報告などのほか、人のつながりや居場所づくり

を目指して活動していることなどをお話いただきました。 

 また、昨年度に引き続いてJAわかやま女性会三栖支部の皆さんによる梅じゃこご飯の

提供も行っていただきました。ご飯と合わせて、梅干しを使った里芋サラダの作り方チラ

シも配布しています。受け取った方はぜひ作ってみてください。女性会の皆さま、朝早く

から準備していただき、ありがとうございました。 

 二日目には、子ども食堂を同時開催しました。120名を超える来場があり、用意してい

たカレーも尽きてしまっていました。昨年度の文化展時の開催では90名ほど来られてい

たので、大幅な増となっています。食べる以外にも親御さん同士で会話を楽しんだり、そ

の間に地域の方と子どもたちが世代を超えて一緒に遊んだりと楽しい時間を過ごせたよう

でした。 

 館内の展示では、幼稚園・小学校・中学校のほか、地域の皆さま、団体さまから出展い

ただき、今年も館内を華やかに彩っていただきました。 

 出展いただいた皆さま、大変ありがとうございました。 

文化展を開催しました！ 
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◆ 三栖小学校の取組について ◆ 

 ２月２日(月)に市内の４園(三栖幼稚園、中芳
養幼稚園、上秋津幼稚園、新庄幼稚園)合同で交
通安全教室を開催しました。和歌山警察ひまわ
り隊の方から、道路の歩き方や踏切を渡るときの注意、自転車の乗り方などを分かりやす
く教えていただきました。園児たちは、ひまわり隊の方の話を一生懸命に聞いていまし
た。実際に横断歩道を渡るときの注意の歌を歌いながら横断歩道を渡る練習をしました。
き組さんは４月から１年生になります。小学校まで1人で歩いて行く機会も増えることで
しょう。この日教えてもらったことを実践してもらいたいです。最後にきしゅうくんと記
念撮影をしました。 

☆ ３学期がスタートしました ☆  
４歳・５歳になったら 

三 栖 幼 稚 園 へ ！ 

令和８年度からの新入園児を募集していま

す！お気軽にご連絡・ご相談ください！ 
☆ 地域とつながる学び ―史跡巡りの学習発表―  ☆ 

◆ 三栖幼稚園の取組について ◆ 

◆ 子ども食堂のお知らせ ◆ 
 公民館で行っている子ども食堂のお知らせです。 

 子どもも大人も誰でも参加可能です。地域交流としてもどうぞ！ 

日 程：令和８年３月28日(土) 10時00分～15時00分 

    (ボランティアスタッフは９時00分集合) 

場 所：三栖コミュニティセンター 

対 象：どなたでも 

食 費：子ども(18歳以下)は０円、大人は300円 

企 画：くるむ食堂 担当 花村あゆみ 080-2105-9030 

その他：当日、お手伝いしていただけるボランティアさんや 

    お昼からのレクリエーションに参加してくださる方も大募集中です！ 
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 今年は立春が２月４日(水)でその前日が節分となるた
め、３日(火)に節分集会を行いました。 

 子どもたちは、それぞれ思い思いの豆を入れる箱を作りました。なかには「ひいらぎ」
や「いわしの頭」を作る子もいました。豆を持って外に出ていると、なんと本当の鬼が現
れたのです。もうみんなパニックでした。思いっきり、「鬼は外、福は内！」とさけびな
がら鬼めがけて豆を投げました。今年１年健やかに過ごせるように、年の数＋１の豆を食
べました。これからも、日本の伝統行事に触れる機会を大切にしていきたいと思います。 

☆ 「鬼は外、福は内」 ☆  

 ２月14日(土)に実施された三栖公民館の文化展で、５・６年生が総合的な学習の

時間に取り組んできた「史跡巡り」の学習発表を行いました。 

 昨秋、子どもたちは実際に三栖地域の史跡を訪ね、共に同行してくださった文化

委員さんの解説を聞きながら、史跡の由来や歴史的背景を学びました。「なぜこの

場所が今も大切にされているのか」や「未来へどう受け継いでいくか」という問い

をもとに、それぞれの史跡を巡った子どもたち。実際に見聞したことや資料をもと

に、発表に向けてこれまで準備をしてきました。 

 学習発表当日は、写真や資料をまとめたスライドを使い、自分たちの言葉で堂々

と発表することができていました。子どもたちにとって、自分たちの学びが地域と

つながる貴重な機会となりました。 

 三栖の史跡を知ることは、地域を誇りに思う心を育てることにつながります。こ

れからも、地域とともに学びを深めていきたいと思います。今後とも、地域の皆さ

まのお力添えをよろしくお願いいたします。 

 ２月９日(月)の朝、園庭や屋根に雪が積もっていました。
登園してきた園児のなかには、「雪で遊んできてん。」と話

をしてくれる子もいました。全員が揃うと早速園庭に出て雪で遊びました。雪だるまを
作ったり雪合戦をしたりしていました。温暖な田辺地域では、雪が積もることは滅多にあ
りませんが、この日は子どもたちにとって雪に触れる楽しい一時となりました。 

☆ 雪で遊んだよ ☆  


